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1. 概要 

ジョブ型研究インターンシップ制度を活用し、2ヶ月間の文部科学省でのインターンシップ

研修を行なった。研修先の人材政策課は、例えば SPRING フェローシップ事業など、科学技

術分野における人材育成事業を所管している。本研修では、私は博士後期課程学生や博士取

得者のキャリアに対する政策検討を行った。 

 

2. 研修内容 

2.1 主な業務内容:企業で活躍する博士人材ロールモデル事例集（仮）の作成 

文部科学省は、令和６年に取りまとめた「博士人材活躍プラン」に基づき、博士人材の多様

なキャリアパス開拓を推進している。博⼠⼈材の多様なキャリアパスの開拓を推進するた

めには、博⼠課程学⽣が多様なキャリアパスの存在を知ることが重要である。そこで、

人材政策課では、産業界で活躍している多様な博⼠⼈材ロールモデルを取りまとめた事

例集を作成することとなった。本研修では、この事例集の企画と作成を主な業務として

行なった。 

事例集は、文部科学省と経済産業省が合同で事務局を務める「博士人材の民間企業にお

ける活躍促進に向けた検討会」の成果の一環として作成されることが決まったため、文

部科学省内だけではなく、経済産業省や、検討会の委員・事務局を務める企業、また関

連する経済団体と連携を取りながら業務を遂行した。 

 

2.2 その他の業務内容 
もう一つの業務として、日本学術振興会特別研究員制度の制度変更について、特別研究員や

その受入教員にヒアリングを行い、制度変更案を提案した。（未決定の事項につき、成果報

告は差し控える。） 

また、本研修の期間は財務省との予算折衝の期間中であったことから、財務省からの説明要

求に応じて細々としたデータ収集と分析を行なった。例えば、令和７年度文部科学省概算要

求内の新規事業「研究開発マネジメント人材に関する体制整備事業」に関連し、海外大学に

おける研究開発マネジメント人材の雇用状況や、統計に基づく研究開発マネジメント人材の

効果について、「大学等における産学連携等実施状況について」の調査結果に基づきデータ

分析を行った。 

 

2.3 業務形式 

ジョブ型研究インターンシップは、博士課程学生のための制度であり、研究との両立が

考慮されている。従って、柔軟に勤務日を設定することができた。私は、毎週月〜水、

金に出省し、定時は 9:30〜17:30 (休憩 1時間)であった。木曜日は研究室のミーティン



 

 

グがあったので、勤務日から外してもらうことができた。また、９月には日本物理学会

もあったが、これも柔軟に勤務日を調整し、学会に参加することができた。 

 

3. 成果 

本研修において私は、ロールモデル事例集の企画立案と、アンケートの作成、博士人材への

試験的なインタビューまでを行なった。以後の事例集作成は人材政策課の職員の方々に引き

継がれ、令和６年度末に事例集が完成する予定である。 

3.1 企画立案 

博士プランに基づいて事例集の要件をまとめたのち、関西経済連合会や文科省の他局と

も擦り合わせながら、事例集作成の方針をまとめた。そして博士人材の民間企業におけ

る活躍促進に向けた検討会の第 3回に出席し、事例集の作成について説明を行った。 

 

 

 

3.2 アンケートの作成 

図１右側の「1. 企業に対する事前調査」の欄記載の質問例に基づき、企業に向けて博士

人材のロールモデルを募集するアンケートを作成した。作成したアンケートは、関西経

済連合会や経団連、日本商工会議所などの経済団体を通じて企業に発出した。 

企業からの回答率を上げるための工夫について関西経済連合会や、三菱総合研究所から

のフィードバックをいただきながら作成を進めた。その結果として、事例集を作成する

には十分な数の回答を得ることができた。 

 

3.3 博士人材への試験的なインタビューと事例集初期案の作成 

アンケート作成と並行して、事例集に掲載するべき内容のイメージを掴むために、塩野

義製薬の方にインタビューをさせていただいた。このインタビューを経て、事例集では

「博士課程での経験に加えて、どのようなスキルやマインドセットがあれば民間企業で

活躍できるのか」の抽出をテーマにすると決めた。 

図１：企業で活躍する博士人材ロールモデル事例集の企画案。第 3回博士人材の民

間企業における活躍促進に向けた検討会 配布資料２より抜粋。本スライドは報

告者が作成した。 



 

 

実際、民間企業は博士人材、自らの専門分野以外にも活かせる本質的な能力である「ト

ランスファラブルスキル」を求めていることが多い。しかし、求められるトランスファ

ラブルスキルや、その活用が具体的に示されることは少ない。そこで、企業で活躍して

いる博士人材が、博士課程で身につけた専門性に加えて、どのようなスキルを持つこと

で活躍につながったのかがわかる事例を集め、トランスファラブルスキルの輪郭を具体

例ベースで理解したいと考えた。 

博士人材の考えるトランスファラブルスキルを「博士×〇〇」の形でまとめる初期案を

作成したところで本研修期間は終了したが、その後引き継がれ、今のところ図２のよう

な形になっている。 

 

図２：事例集の一例。第６回博士人材の民間企業における活躍促進に向けた検討

会 配布資料１から抜粋。 



 

 

 

 

4. 本研修を通して得られた経験 

私は普段理論物理の研究をしており、基本的にテーマは自分で決定し、自分のペースで取り

組んでいた。一方で、本研修では文部科学省という大きな組織の一員として、まず自分では

ない誰かが策定した大本のプランの意図を理解し、それに応える形で企画立案をする必要が

あった。そして、仕事を進めていく上で多くのステークホルダーの意見を調整しながら、と

きには自分たちの主張を通す必要があった。この経験を通し、博士課程における研究のみで

は身につかなかった、より大きな組織においてどのように他者と協働するべきかという学び

を得ることができた。 

将来的に行政官と研究者のどちらを目指すかはまだ決めかねているが、いずれにせよインタ

ーンシップで得られた経験は役に立つと思われる。２ヶ月間行政官の仕事ぶりを間近に見る

中で、行政官としてどのような能力を身につけておく必要があるかを知ることができた。ま

た研究者としては、これからの研究者や大学にはどのようなことが行政から求められている

のかを学ぶことができた。 
 


